年表　
高教研５０年の歩み
１９６３（昭和３８）年～２０１５（平成２５）年
	年 
	月
	高　　　教　　　研 
	月
	教　育　関　係　　（※その他の出来事）

	1963     (昭38)
	5
	北海道高等学校教育研究会設立総会が札幌南高校で開かれ初代会長として梶浦善次氏が就任
	1
	道「学力向上対策協議会」発足

	
	
	
	1
	「能力開発研究所」設立

	
	12
	昭和38年度会員登録者数   1，985名  
	4
	高校、「新教育課程」実施

	
	
	　
	6
	中教審に「後期中等教育の拡充整備」を諮問

	
	
	　
	7
	小中、「全国学力調査実施」

	
	　
	　
	11
	能力開発研究所第1回能研テストを実施

	1964     (昭39)
	1
	第1回北海道高等学校教育研究大会
	2
	文部省、小中学校の「道徳の指導資料」第1集70万部を発刊

	
	
	会　場　札幌旭丘高等学校
	4
	高校入試制度を改訂し「総合選抜制」を打ち出す

	
	
	参加者　335名 
	5
	道教委、「教頭制」を公布

	
	
	講  師  森戸  辰男（中央教育審議会会長）
	7
	能力開発研究所、「進学適正能力テスト」実施

	
	
	          『高校教育の問題点』 
	9
	文部省、「体育施設五カ年計画」発表

	
	3
	会報第1号発刊
	10
	文部省全国学力調査を20％抽出に改めると発表

	
	3
	研究紀要第1号発刊
	11
	文部省、「わが国の教育水準」（教育白書）を発表

	
	12
	昭和39年度会員登録者数   2，228名  
	　
	　

	1965     (昭40)
	1
	第2回北海道高等学校教育研究大会
	1
	中教審、「期待される人間像」の中間報告を発表

	
	
	会　場　札幌静修高等学校
	5
	道教委、小学区制を廃止し、大学区制に移行を決定

	
	
	参加者　725名 
	　
	高校再編成の基本方針発表

	
	
	講　師　高坂  正顕（東京学芸大学学長） 
	6
	家永三郎氏、「教科書検定問題」で第1次訴訟を起こす

	
	
	　　　　　『日本教育の課題』 
	11
	「わが国の社会教育」－現状と課題－教育白書

	
	
	（この年から教科別集会が開かれる）
	　
	　

	
	3
	会報第2号発刊
	　
	　

	
	3
	研究紀要第2号発刊
	　
	　

	
	7
	会報第3号発刊
	　
	　

	
	12
	昭和40年度会員登録者数   2，710名  
	　
	　

	1966     (昭41)
	1
	第3回北海道高等学校教育研究大会
	1
	教課審、「愛国心の育成」などを内容とする改定方針をまとめる

	
	
	会　場　札幌静修高等学校
	2
	盲学校及び聾学校の高等部の学校を定める省令

	
	
	参加者　1，200名 
	4
	札幌啓成高等学校開校

	
	
	講　師　沢田  慶輔（東京大学教授）  
	7
	東京都高校、学校群設置と入試教科を3教科に削減

	
	
	　　　　　『考える力をもった人間を育てる教育』
	10
	中教審、「後期中等教育の拡充整備」答申

	
	3
	会報第4号発刊
	　
	（期待される人間像）

	
	3
	研究紀要第3号発刊
	11
	道中等教育振興協議会、「高校入試科目削減」を諮問

	
	4
	梶浦会長退職、長瀬米蔵氏会長就任
	　
	　

	
	7
	会報第5号発刊
	　
	　

	
	12
	昭和41年度会員登録者数   3，343名  
	　
	　

	1967     (昭42)
	1
	第4回北海道高等学校教育研究大会
	5
	二本木教育長勇退・岡村教育次長が昇格

	
	
	会　場　札幌静修高等学校
	6
	家永三郎、「教科書検定は違憲」であると第2次訴訟を提訴

	
	
	参加者　1，656名 
	7
	高校適正配置及び教職員数の標準等に関する法律を一部改正

	
	
	講　師　平塚  益徳（国立教育研究所良）
	8
	「高等学校における職業教育の多様化について」答申

	
	
	 　　　　　『後期中等教育への諸問題について』 
	9
	中・高教員の海外研修派遣始まる

	
	
	　　　　　中川  秀三（札幌医科大学教授） 
	10
	教課審、「小学校教育課程改正について」最終答申

	
	
	 　　　　　『大脳生理学と精神衛生について』 
	10
	「高校生の意識調査」実施

	
	3
	会報第6号発刊
	　
	　

	
	3
	研究紀要第4号発刊
	　
	　

	
	7
	会報第7号発刊
	　
	　

	
	12
	昭和42年度会員登録者数   4，426名  
	　
	　

	1968     (昭43)
	1
	第5回北海道高等学校教育研究大会
	2
	日教組、超勤手当問題でマンモス訴訟

	
	
	会　場　札幌市民会館
	3
	私立高校統一入試始まる

	
	
	参加者　2，323名 
	4
	高校生の政治活動の指導を徹底するよう指示

	
	
	講　師　細谷  俊夫（東京大学教授） 
	4
	高校再編成計画を実施

	
	
	　　　　　『わが国の中等教育』 
	4
	副読本「北海道百年のあゆみ」発行

	
	
	　　　　　伊藤  柘時（日本大学教授） 
	5
	71年度実施の「小学校学習指導要領」案を発表

	
	
	　　　　　『進路指導について』 
	　
	（歴史学習の強化が特色）

	
	3
	会報第8号発刊
	11
	中教審、「わが国の教育のあゆみと今後の課題について」

	
	3
	研究紀要第5号発刊
	12
	坂田文相、東京教大、東大との話し合い、入試中止を内定

	
	6
	会報第9号発刊
	　
	　

	
	12
	昭和43年度会員登録者数   5，090名  
	　
	　

	1969     (昭44)
	1
	第6回北海道高等学校教育研究大会
	1
	東大、安田講堂の封鎖解除のために機動隊を導入

	
	
	会　場　札幌市民会館
	2
	政府の方針で東大の入試中止を決定

	
	
	参加者  2，352名 
	3
	能研テスト、69年度から休止決定

	
	
	講　師　高坂  正尭（京都大学助教授）
	8
	「大学運営臨時措置法」公布

	
	
	 　　　　　『転換期における日本の諸問題』 
	10
	文部省、「高校における政治的教養と政治的活動について」通達

	
	
	　　　　　犬飼  哲夫（北海道大学名誉教授） 
	11
	教員の「特別昇給実施要綱」を提示する

	
	
	　　 　　　『開拓百年と北海道の野獣』 
	　
	　

	
	3
	会報第10号発刊
	　
	　

	
	3
	研究紀要第6号発刊
	　
	　

	
	6
	会報第11号発刊
	　
	　

	
	12
	昭和44年度会員登録者数   5，052名  
	　
	　

	1970     (昭45)
	1
	第7回北海道高等学校教育研究大会
	3
	高校入試、猛吹雪のため延期

	
	
	会　場　札幌市民会館
	3
	英語科、理数科の増設

	
	
	参加者  2，551名  
	3
	「私学振興財団法」成立

	
	
	講　師　岸本  康 （共同通信社論説委員科学評論家） 
	5
	中教審、「高等教育の改革基本構想の中間報告」「初等中等教育の改革基本構想」試案を発表

	
	
	　　　　　『宇宙開発と変革の時代』 
	　
	

	
	
	　　　　　益井  重夫 （国立教育研究所第2研究部長） 
	6
	東京地裁、教科書裁判で家永三郎勝訴の判決を下す

	
	
	　　　　　『教育改革と後期中等教育の諸問題』
	6
	文部省、杉本判決を不服として東京高裁に控訴

	
	
	            －諸外国の実状と関連して－
	10
	「高等学校学習指導要領」告示(4次：改訂3回目)

	
	3
	会報第12号発刊
	　
	　

	
	3
	研究紀要第7号発刊
	　
	　

	
	4
	長瀬会長退職、磯貝芳司氏会長就任
	　
	　

	
	7
	会報第13号発刊
	　
	　

	
	12
	昭和45年度会員登録者数   5，213名  
	　
	　

	1971     (昭46)
	1
	第8回北海道高等学校教育研究大会
	1
	文部省、「小・中新学習指導要領」の部分改定を告示

	
	
	会　場　札幌市民会館
	　
	（福祉優先の公害教育方針を明確化する）

	
	
	参加者  2，921名  
	1
	OECD、「日本の教育」で報告書まとめる

	
	
	講　師　衛藤  藩吉（東京大学教養学部教授） 
	2
	文部省、「小・中学校の新しい指導要録」を通知

	
	
	　　　　　『日本と中国』 
	4
	小学校の教育課程、10年ぶりに改定（神話、公害など登場）

	
	
	　　　　　岸田  純之助 （朝日新聞論説委員、評論家） 
	6
	中教審、「今後における学校教育総合的な拡充整備のための基本的施策について」答申

	
	
	　　　　　『情報化社会における教育のシステム』 
	　
	

	
	3
	会報第14号発刊
	12
	大学入試改善会議、「大学入学選抜方法の改善について」最終報告

	
	3
	研究紀要第8号発刊
	　
	　

	
	7
	会報第15号発刊
	　
	　

	
	12
	昭和46年度会員登録者数   5，792名  
	　
	　

	1972     (昭47)
	1
	第9回北海道高等学校教育研究大会
	4
	札幌北陵高校開校

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	6
	教育制度検討委員会、「日本の教育をどう改めるべきか」の第2次報告書を日教組委員長に提出

	
	
	参加者  3，326名  
	　
	

	
	
	講　師　林  健太郎（東京大学文学部教授）
	6
	高見文相、中教審に「教育・学術・文化の国際交流」を諮問

	
	
	 　　　　　『民主主義を考える』 
	　
	　

	
	
	　　　　　矢口  新 （能力開発工業センター所長） 
	　
	　

	
	
	　　 　　　『教育革新の課題』 
	　
	　

	
	3
	会報第16号発刊
	　
	　

	
	3
	研究紀要第9号発刊
	　
	　

	
	7
	会報第17号発刊
	　
	　

	
	12
	昭和47年度会員登録者数   5，714名  
	　
	　

	1973     (昭48)
	1
	第10回北海道高等学校教育研究大会
	2
	札幌藻岩高校の土地代、史上最高の八億円

	
	
	第10回記念大会全体集会
	3
	第一次高等教育懇談会、最終答申（地方大学拡充諮問）

	
	
	同10周年記念祝賀会
	3
	校舎爆破の脅迫状で札幌啓成高校卒業式中止

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	4
	札幌藻岩高校・千歳北陽高校開校

	
	
	参加者  3，249名  
	5
	奥野文相、「学校週5日制」の検討を支部当局に指示

	
	
	講  師  和達  清夫
	6
	道教委、都市部の高校入試50年から総合選抜制を検討

	
	
	　　　　（中央公害審議会会長・前埼玉大学長）
	9
	動労スト続行で23高校が臨休、修学旅行延期・中止

	
	
	            『地球科学と環境問題』 
	9
	中教審の筑波大学設置が特別国会で決まる

	
	
	           市村  真一（京都大学教授） 
	11
	旭医大開設

	
	
	            『変わりゆく日本と教育』 
	12
	「公立高校適正配置計画」決まる、定員715名増(道教委)

	
	3
	会報第18号発刊
	＠
	OECD、「リカレント教育」提案

	
	3
	研究紀要第10号発刊
	　
	　

	
	7
	会報第19号発刊
	　
	　

	
	12
	昭和48年度会員登録者数   6，031名  
	　
	　

	1974     (昭49)
	1
	第11回北海道高等学校教育研究大会
	4
	札幌手稲高校開校

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	4
	北教組の全日スト

	
	
	参加者  3，255名 
	5
	中教審、「教育・学術・文化における国際交流」答申

	
	
	講  師  天城  勲（日本育英会理事長）
	9
	道教委、稚内、美唄両市の養護学校開校正式決定（52年度開校）

	
	
	           『近代学校制度－その性格と展望－』
	　
	　

	
	
	          橋本  重治（応用教育研究所長）
	　
	　

	
	
	           『教育評価の今日的問題』 
	　
	　

	
	3
	会報第20号発刊
	　
	　

	
	3
	研究紀要第11号発刊
	　
	　

	
	7
	会報第21号発刊
	　
	　

	
	12
	昭和49年度会員登録者数   6，143名  
	　
	　

	1975     (昭50)
	1
	第12回北海道高等学校教育研究大会
	4
	札幌丘珠高校・札幌清田高校開校

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	4
	国大協入試改善調査委員会、「共通テスト」の実施検討、

	
	
	参加者  3，321名 
	　
	出題は必修科目（5教科7科目）とし、2次試験は選択科目

	
	
	講  師  会田  雄次（京都大学教授）
	　
	53年春から実施の見通し

	
	
	           『日本の心と世界の心』
	7
	高校入選抜改善研究協議会は51年度の総合選抜制見送る

	
	
	          菊池  浩吉 （札幌医科大学教授医学博士）
	12
	道教委、札幌市内に52年度開校メドに公立2校の新設決める

	
	
	           『ガンの免疫』
	　
	（52．4札幌西陵高校・札幌白石高校開校）

	
	3
	会報第22号発刊
	　
	　

	
	3
	研究紀要第12号発刊
	　
	　

	
	7
	会報第23号発刊
	　
	　

	
	12
	昭和50年度会員登録者数   6，164名 
	　
	　

	1976     (昭51)
	1
	第13回北海道高等学校教育研究大会
	5
	最高裁、「旭川学テ事件」で学テは「合憲」と判断

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	※1
	「宅急便」発売

	
	
	参加者  3，338名  
	※3
	道庁爆破事件

	
	
	講  師  池田  弥三郎（慶応義塾大学教授）
	※5
	植村直己、北極圏単独犬ソリ走破

	
	
	           『言葉としつけ』 
	※7
	ロッキード事件、田中角栄逮捕

	
	
	           田上  義也（北海学園大学講師）
	※11
	アメリカ大統領選挙、カーター初当選

	
	
	           『北の環境の中で』 
	　
	　

	
	3
	会報第24号発刊
	　
	　

	
	3
	研究紀要第13号発刊
	　
	　

	
	7
	会報第25号発刊
	　
	　

	
	12
	昭和51年度会員登録者数   6，201名 
	　
	　

	1977     (昭52)
	1
	第14回北海道高等学校教育研究大会
	1
	海部文相と日教組トップ会談（主任制について）

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	1
	国語審議会、「新漢字表」を海部文部大臣に中間報告

	
	
	参加者  3，508名  
	2
	道教委、昭和60年までの「北海道教育長期総合計画」決定

	
	
	講  師  加藤  陸奥雄（東北大学学長）
	6
	文部省、新しい「小・中学校学習指導要領」発表

	
	
	           『自然保護』 
	7
	道立近代美術館開館（東北以北最大）

	
	
	          岡路  市郎（北海道教育大学学長）
	8
	文部省、「教科書検定規則」と「同検定基準」の全面的改正

	
	
	           『「教え」への幻想』
	8
	道教委、53年度の公立高校入試の総合選抜制導入見送り

	
	3
	会報第26号発刊
	9
	道教委、北教組対立の中、気境公男道教育長辞職

	
	3
	研究紀要第14号発刊
	　
	道教委、53年度の「公立高校適正配置計画」を道議会に報告、

	
	4
	磯貝会長退職、瀬戸哲郎氏会長就任
	　
	3学区に4校新設

	
	7
	会報第27号発刊
	　
	　

	
	12
	昭和52年度会員登録者数   6，272名  
	　
	　

	1978     (昭53)
	1
	第15回北海道高等学校教育研究大会
	3
	道教委、「公立高校の入試選抜に関する改善試案」を発表

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	4
	北広島高校・石狩高校開校

	
	
	参加者  3，660名 
	5
	道教委、「公立高校の入試選抜に関する改善試案」細則を発表

	
	
	講  師  村松  剛（筑波大学教授）
	6
	文部省、「高校学習指導要領」告示（5次：改訂4回目）57年度実施

	
	
	           『国際情勢と日本の進路』
	6
	中教審、「教員の資質能力の向上について」答申

	
	
	          河和  文一郎（札幌医科大学教授）
	10
	道教委、教育局、市町村教委、各小中高校長に主任手当実施通達

	
	
	           『医療と福祉』 
	11
	道教委、公立高校・特殊学校職員の人事異動の実施要領決める

	
	3
	会報第28号発刊
	　
	（各学校をA、B、C、Dの４つの“群”に区分）

	
	3
	研究紀要第15号発刊
	　
	　

	
	7
	会報第29号発刊
	　
	　

	
	12
	昭和53年度会員登録者数   6，549名 
	　
	　

	1979     (昭54)
	1
	第16回北海道高等学校教育研究大会
	1
	初の国公立大学共通一次試験が全国一斉に行われる

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	2
	大学入試センター、1月実施の共通一次試験結果を発表

	
	
	参加者  3，731名 
	　
	5教科平均点636．07点、最高972点、最低0点、σ134．28点

	
	
	講  師  黛  敏郎（作曲家）
	4
	札幌東陵高校・札幌新川高校・札幌平岸高校開校

	
	
	           『日本の音』
	6
	中教審、「地域社会と文化について」答申

	
	
	          田中  彰（北海道大学教授） 
	　
	　

	
	
	           『近代日本の岐路』 
	　
	　

	
	3
	会報第30号発刊
	　
	　

	
	3
	研究紀要第16号発刊
	　
	　

	
	4
	瀬戸会長退職、樋浦浩氏会長就任
	　
	　

	
	7
	会報第31号発刊
	　
	　

	
	12
	昭和54年度会員登録者数   6，411名 
	　
	　

	1980     (昭55)
	1
	第17回北海道高等学校教育研究大会
	2
	小学校の新学習指導要領、「ゆとりある、充実した教育」スタート

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	4
	道内に高校が5校開校

	
	
	参加者  3，891名 
	4
	札幌南陵高校開校

	
	
	講  師  犬飼  孝 
	11
	道教委、56年度の公立高校適正配置設置計画を決定

	
	
	　　　　　（大阪大学名誉教授・甲南女子大学教授）
	　
	（新設校はゼロ、職業科中心に18校18学級削減）

	
	
	           『万葉のこころ』 
	　
	　

	
	
	           武谷  愚（北海道大学名誉教授）
	　
	　

	
	
	           『エネルギー資源の今日と将来』 
	　
	　

	
	3
	会報第32号発刊
	　
	　

	
	3
	研究紀要第17号発刊
	　
	　

	
	7
	会報第33号発刊
	　
	　

	
	12
	昭和55年度会員登録者数   6，450名  
	　
	　

	1981     (昭56)
	1
	第18回北海道高等学校教育研究大会
	2
	道教大札幌分校、市内北区篠路に移転決定

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	4
	教科書協会、中学社会科「公民的分野」の大幅改訂方針を決める

	
	
	参加者  4，121名  
	5
	道教委、57年度からの「公立高校入試制度」改革（学区21→52）

	
	
	講  師  今掘  宏三 （大阪大学教授・理学博士）
	6
	道教委、来春の「入試制度改革案」を発表

	
	
	           『かけがえのない地球と私たちの環墳』
	　
	（学区細分化、学力検査、日程の短縮、職業高校の推薦入試導入）

	
	
	          倉田  公裕
	6
	文部省、高校教科書「現代社会」に厳しい検定

	
	
	 　　　　（北海道立近代美術館良・明治大学教授）
	6
	「放送大学学園法」公布

	
	
	           『美術に見る東西のこころ』 
	6
	中教審、「生涯教育について」答申

	
	3
	会報第34号発刊
	12
	定時制離れが進み道教委は来年度から入試を行わないことを決定

	
	3
	研究紀要第18号発刊
	　
	　

	
	7
	会報第35号発刊
	　
	　

	
	10
	樋浦会長死去（8月）、尾崎信夫氏会長就任
	　
	　

	
	12
	昭和56年度会員登録者数   6，317名 
	　
	　

	1982     (昭57)
	1
	第19回北海道高等学校教育研究大会
	2
	文部省、「学力テスト」16年ぶりに実施

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	5
	道退職校長会の教育問題調査研究部、校長ＯＢの意識調査実施

	
	
	参加者  4，121名  
	　
	（文部省の教科書検定強化反対）

	
	
	講  師  広中  平祐（京都大学教授）
	　
	　

	
	
	           『日本の教育を考える』
	　
	　

	
	
	          小林  禎作 （北海道大学教授）
	　
	　

	
	
	           『「雪華図説」と雪文様』 
	　
	　

	
	3
	会報第36号発刊
	　
	　

	
	3
	研究紀要第19号発刊
	　
	　

	
	7
	会報第37号発刊
	　
	　

	
	12
	昭和57年度会員登録者数   6，230名 
	　
	　

	1983     (昭58)
	1
	第20回北海道高等学校教育研究大会
	1
	共通一次試験（5回目）終了、種々の問題点が指摘される

	
	
	創立20周年記念大会
	2
	道内の公立高校新設校に人気

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	3
	「校内暴力」が社会問題化する

	
	
	参加者  4，004名 
	4
	札幌真栄高校・札幌厚別高校・札幌稲西高校・札幌稲北高校・札幌東豊高校・北広島高校・石狩南高校開校

	
	
	講  師  黒川  紀章（建築家）
	　
	

	
	
	           『共生の時代』
	6
	中教審、「教科書の在り方について」答申

	
	
	          梅原  猛（京都市立芸術大学教授） 
	9
	日教組、12年続いた槙枝氏に代わり田中一郎氏を委員長に選出

	
	
	           『アイヌ－日本民族の基層』 
	12
	道教委、教頭昇任選考へ来秋から筆記試験導入

	
	3
	会報第38号発刊
	　
	　

	
	3
	研究紀要第20号発刊
	　
	　

	
	7
	会報第39号発刊
	　
	　

	
	12
	昭和58年度会員登録者数   6，246名  
	　
	　

	1984     (昭59)
	1
	第21回北海道高等学校教育研究大会
	1
	「札幌芸術の村」原案出来る

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	2
	首相直属の「教育臨調」設置

	
	
	参加者  4，061名  
	2
	道内の公立高校4年ぶりに授業料値上げ

	
	
	講  師  外山  滋比古 （お茶の水大女子大学教授）
	3
	旧有島武郎邸芸術の村に移転決定

	
	
	           『新しい人間像と教育』 
	3
	文化と教育に関する懇談会（座長：深井大）報告書

	
	
	          伊藤隆一（北海道教育大学教授） 
	4
	札幌稲雲高校・大麻高校開校

	
	
	           『北からの出発』
	8
	「臨時教育審議会」設置（会長：岡本道雄）

	
	3
	会報第40号発刊
	9
	道高校長期収容対策検討協議会、「中卒者増対策」を道教委に答申

	
	3
	研究紀要第21号発刊
	12
	全国の公立高校で中退者が10万人の大台を上回る

	
	7
	会報第41号発刊
	　
	　

	
	12
	昭和59年度会員登録者数   6，245名  
	　
	　

	1985     (昭60)
	1
	第22回北海道高等学校教育研究大会
	3
	北大の学長に有江氏再選

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	6
	小樽に道内初の「職訓大学」設置決定（61年開校の予定）

	
	
	参加者  4，054名 
	6
	臨教審、「第1次答申」まとまる、「共通テスト」案が浮上する

	
	
	講  師  黒羽  亮一（日本経済新聞論説委員）
	9
	校内暴力が下火になる一方「いじめ」が社会問題化する

	
	
	           『なぜ今教育改革か』 
	9
	教課審が12年ぶりに福井謙一氏を会長に発足

	
	
	           岡田宏明（北海道大学文学部教授）
	9
	文部省、全国小中高へ入学・卒業式の「国旗国歌」通達を出す

	
	
	           『北方民族における伝統と近代』 
	9
	北海学園が創立100年式典を挙行

	
	3
	会報第42号発刊
	　
	　

	
	3
	研究紀要第22号発刊
	　
	　

	
	4
	尾崎会長退職、小柳六郎氏会長就任
	　
	　

	
	7
	会報第43号発刊
	　
	　

	
	12
	昭和60年度会員登録者数   6，231名  
	　
	　

	1986     (昭61)
	1
	第23回北海道高等学校教育研究大会
	1
	道内の高校進学者人数3年連続で増加（道教委間口増に大童）

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	1
	札医大学長に菊地浩吉氏選出される

	
	
	参加者  4，012名 
	2
	全国で「いじめ」の発生は2校に1校と文部省発表

	
	
	講  師  加藤  秀俊（放送大学教授） 
	4
	臨教審、「第2次答申案」を発表

	
	
	           『生涯教育の将来』 
	　
	（「生涯学習体系への移行」を主軸とする教育の見直し）

	
	
	           黒  直文 （北海道拓殖銀行常務取蹄役）
	4
	国語審議会、40年ぶりに「現代仮名遣い」を改定

	
	
	           『これからの企業の求める人間像』 
	4
	札幌篠路高校開校

	
	3
	会報第44号発刊
	9
	藤尾文相、7月と9月の日韓関係についての発言で罷免される

	
	3
	研究紀要第23号発刊
	※
	イギリスで狂牛病発生

	
	7
	会報第45号発刊
	　
	　

	
	12
	昭和61年度会員登録者数   5，859名  
	　
	　

	1987     (昭62)
	1
	第24回北海道高等学校教育研究大会
	3
	北大学長に伴義雄氏選出される

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	3
	国公立大入試初のA・B日程で開始

	
	
	参加者  3，972名 
	4
	臨教審（岡本道雄会長）、「第3次答申」

	
	
	講  師  江藤  淳（東京工業大学教授）
	　
	（9月入学に向けて条件整備の必要性を力説）

	
	
	           『ことばとこころ』
	4
	札幌平岡高校開校

	
	
	          岡村  正吉（北海道虻田町長）
	5
	道内の高校生の総数史上初めて24万人台になる

	
	
	           『地方自治と教育』 
	5
	文部省、「児童生徒問題行動実態調査」

	
	3
	会報第46号発刊
	　
	（登校拒否と自殺が過去最高、学習塾の過熱）

	
	3
	研究紀要第24号発刊
	6
	国大協、63年度入試の2次試験出願を共通一次以降に繰り下げ

	
	4
	小柳会長退職、高畠惇彦氏会長就任
	8
	臨教審、「最終答申」（個性重視、生涯学習、変化への対応）

	
	7
	会報第47号発刊
	12
	教課審、「最終答申」（自ら学ぶ意欲）

	
	12
	昭和62年度会員登録者数   5，729名  
	　
	　

	1988     (昭63)
	1
	第25回北海道高等学校教育研究大会
	2
	国大協、64年以降の入試は「分離・分割方式」採用を発表

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	4
	道教委と北教組が主任制問題で「主任は中間管理職でなく主任を固定しないこと」で合意

	
	
	参加者  4，114名 
	　
	

	
	
	講  師  野坂  昭如（作家） 
	4
	札幌拓北高校開校

	
	
	           『近ごろ思うこと』 
	8
	旭川北高同窓会4，000万円の基金で海外留学財団を設立

	
	
	          小松  作蔵（札幌医科大学副学長）
	10
	入試センター、65年からの「新テスト」を1月中旬に移行決定

	
	
	           『心臓移植をめぐって』 
	11
	北大、65年度以降「分離・分割」制度を導入を発表

	
	3
	会報第48号発刊
	11
	道教委、62年度の「公立高校の定員枠を30学級増」と発表

	
	3
	研究紀要第25号発刊
	11
	文部省、「共通一次試験」に代わる「新テスト」の65年実施を発表

	
	7
	会報第49号発刊
	　
	　

	
	12
	昭和63年度会員登録者数   5，645名  
	　
	　

	1989     (平元)
	1
	第26回北海道高等学校教育研究大会
	1
	西岡文相、道教委・北教組の「主任は中間管理職とせず」合意案を強く批判（国庫補助の停止をにおわす）

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	　
	

	
	
	参加者  3，972名  
	1
	「共通一次試験」、その歴史に幕をおろす（受験者37．4万人）

	
	
	講  師  多湖  輝（千葉大学教授）
	3
	沢教育長、「主任制の北海道方式」の白紙撤回を発表

	
	
	           『日本人と創造性』
	3
	文部省、「教科書検定図書調査審議会」は40年ぶりに基準を改正

	
	
	          美濃  羊輔（帯広畜産大学教授）
	　
	（3段階審査を2段階に、文相に訂正勧告権を与える）

	
	
	           『バイオテクノロジーの現状と問題点』 
	3
	「小中高学習指導要領」告示（6次：改訂5回目）

	
	3
	会報第50号発刊
	　
	（個に応じた指導、文化と伝統、国際理解）

	
	3
	研究紀要第26号発刊
	3
	「教員免許法施行規則等の一部改正」省令

	
	7
	会報第51号発刊
	11
	道教育大が大学院新設構想を発表

	
	12
	平成元年度会員登録者数   5，586名  
	＠
	文部省、「社会教育局」を廃し「生涯学習局」を新設

	1990     (平2)
	1
	第27回北海道高等学校教育研究大会
	1
	「大学入試センター試験（新テスト）」がスタート、43．5万人参加

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	1
	中教審、「生涯学習の基盤整備について」答申

	
	
	参加者  4，118名 
	9
	寺山教育長、「主任制の北海道方式」の平成3年度実施を表明

	
	
	講  師  金田一  春彦（文学博士） 
	　
	　

	
	
	           『日本語の心』 
	　
	　

	
	
	          高橋  良治 （釧路市丹頂鶴自然公園園長）
	　
	　

	
	
	           『タンチョウの四季』 
	　
	　

	
	3
	会報第52号発刊
	　
	　

	
	3
	研究紀要第27号発刊
	　
	　

	
	7
	会報第53号発刊
	　
	　

	
	12
	平成2年度会員登録者数   5，482名  
	　
	　

	1991     (平3)
	1
	第28回北海道高等学校教育研究大会
	1
	「入試センター試験」で国公立離れが目立っ

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	2
	国語審議会、「外来語の表記法について」を答申

	
	
	参加者  3，734名 
	3
	兵庫県立農業高校で91年度入試答案の改ざん事件が発覚

	
	
	講  師  菊地  元一（青山学院大学法学部良）
	4
	中教審、「新し時代に対応する教育の諸制度の改革について」答申

	
	
	           『経済法秩序における公正としての正義』
	　
	（特定高校の有名大学寡占化の是正）

	
	
	             －日米構造協議を中心に－      
	6
	明大で替え玉受験発覚

	
	
	          高畑  直彦 （札幌医科大学神経精神科教授）
	6
	文部省、「日の丸は国旗」「君が代は国歌」と92年用教科書で明記

	
	
	           『心の危機と反応』
	11
	「入試センター試験」の受験者、史上最多の47．2万人

	
	3
	会報第54号発刊
	　
	　

	
	3
	研究紀要第28号発刊
	　
	　

	
	4
	高畠会長退職、本間恒太氏会長就任
	　
	　

	
	7
	会報第55号発刊
	　
	　

	
	12
	平成3年度会員登録者数   5，269名  
	　
	　

	1992     (平4)
	1
	第29回北海道高等学校教育研究大会
	1
	センター試験47万人受験で行われる

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	1
	高校中退者12．3万人にのぼる

	
	
	参加者  3，690名 
	2
	筑波大学学長に江崎玲於奈氏選出される

	
	
	講  師  なだ  いなだ（精神科医・作家）
	3
	文部省、「学校5日制」で通達出す

	
	
	           『心の底をのぞく』 
	4
	リクルート事件担当の掘田検事、慶応大学の教壇にのぼる

	
	
	          坂本  与一 （北海道文理科短期大学学長） 
	6
	姉妹校提携大はやり（全国で1，200校）

	
	
	           『オスとメスのエソロジー』
	6
	指導要録の全面開示問題裁判請求へ（大阪）

	
	3
	会報第56号発刊
	7
	大検志願この10年で4倍に（全国で2万人台にのばる）

	
	3
	研究紀要第29号発刊
	8
	不登校中学生100人に1人の割合-学校嫌い過去最高に

	
	4
	本間会長退職、染谷昌志氏会長就任
	9
	「学校5日制」スタート、毎月第2土曜日休業になる

	
	7
	会報第57号発刊
	　
	　

	
	12
	平成4年度会員登録者数   5，142名  
	　
	　

	1993     (平5)
	1
	第30回北海道高等学校教育研究大会
	1
	入試センター試験、51．2万人受験・史上最高

	
	
	第30回記念大会
	3
	最高裁、「家永教科書裁判」で教科書検定制度を「合憲」と判断

	
	
	同30周年記念祝賀会
	　
	　

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	　
	　

	
	
	参加者  3，563名 
	　
	　

	
	
	講  師  伊東  光晴（放送大学教授・京都大学名誉教授）
	　
	　

	
	
	           『技術革新の現在と社会の変容』
	　
	　

	
	
	          古葉  竹識（野球評論家）
	　
	　

	
	
	           『耐えて勝つ』 
	　
	　

	
	3
	会報第58号発刊
	　
	　

	
	3
	研究紀要第30号発刊
	　
	　

	
	7
	会報第59号発刊
	　
	　

	
	12
	平成5年度会員登録者数   4，945名  
	　
	　

	1994     (平6)
	1
	第31回北海道高等学校教育研究大会
	1
	大学入試センター試験志願者過去最高（53万1千人）

	
	
	会  場  中島体育センター 
	2
	高校中退者10万1千人

	
	
	参加者  3，510名  
	5
	福岡県教委が指導要録を全面開示

	
	
	講  師  C．W．ニコル（作家）
	8
	国立大学入学辞退率過去最低（17．1％）

	
	
	           『自然と人間』 
	8
	女子生徒の2割、4年制大学へ

	
	
	          若井  邦夫（北海道大学教授） 
	9
	入学式の日の丸掲揚率95％超、君が代斉唱率は小中8割、高7割

	
	
	           『子供が発達するとき－必要と遊びの間に－』 
	12
	「学校が楽しい」中・高で急減

	
	3
	会報第60号発刊
	　
	　

	
	3
	研究紀要第31号発刊
	　
	　

	
	7
	会報第61号発刊
	　
	　

	
	12
	平成6年度会員登録者数   4，807名  
	　
	　

	1995     (平7)
	1
	第32回北海道高等学校教育研究大会
	4
	第15期中教審がスタート（有馬朗人会長）

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	4
	学校5日制（月2回、第2、第4土曜日）

	
	
	参加者  3，420名  
	4
	道内公立高校学級定員43名へ

	
	
	講  師  中村  雄二郎（明治大学名誉教授）
	4
	スクールカウンセラー派遣（いじめ、不登校問題）

	
	
	           『共通感覚と自己実現』 
	4
	初の新学科集合型高校開校（北海道札幌国際情報高等学校）

	
	
	          杉岡昭子 （札幌国際プラザ専務理事）
	※
	道内96年度教員採用試験は狭き門

	
	
	           『「故郷忘じがたく候」の旅』 
	※1
	阪神・淡路大震災

	
	3
	会報第62号発刊
	※3
	地下鉄サリン事件

	
	3
	研究紀要第32号発刊
	　
	　

	
	4
	染谷会長退職、綾井健二氏会長就任
	　
	　

	
	7
	会報第63号発刊
	　
	　

	
	12
	平成7年度会員登録者数   4，777名  
	　
	　

	1996     (平8)
	1
	第33回北海道高等学校教育研究大会
	3
	道内公立高校合格者氏名発表取り止め

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	4
	道内公立高校学級定員40名へ

	
	
	参加者  3，314 
	6
	全国で学校給食で集団中毒（0157）多発

	
	
	講  師  河合  雅雄
	7
	中教審、「21世紀を展望した我が国の教育の在り方について」第１次答申、（「生きる力」「ゆとり」を提唱）

	
	
	 　　　　（京都大学名誉教授、日本福祉大学教授）
	　
	

	
	
	           『人間一進化の道からずれた動物』
	8
	教課審発足

	
	
	          山中  煙子 （北海学園大学人文学部教授）
	8
	文部省、「いじめ対策本部」設置

	
	
	           『世界の中の日本と日本人』 
	8
	「全国高等学校総合文化祭」の開催

	
	3
	会報第64号発刊
	※
	道内97年度教員採用試験は史上最高倍率

	
	3
	研究紀要第33号発刊
	※2
	豊浜トンネル岩盤崩落事故

	
	7
	会報第65号発刊
	※3
	イギリス政府、狂牛病が人に感染する可能性を発表

	
	12
	平成8年度会員登録者数   4，338名  
	※4
	コンサドーレ札幌誕生

	1997     (平9)
	1
	第34回北海道高等学校教育研究大会
	3
	公立高校入試でミス続出（英語、数学、社会）

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	4
	97年度教育予算6，432億円

	
	
	参加者  2，942名  
	4
	初めての総合学科の設置（北海道清水高等学校）

	
	
	講  師  佐原  真（国立民族博物館福館長）
	　
	（平成15年度までに7校設置）

	
	
	           『大むかしと現代』 
	6
	中教審、「21世紀を展望した我が国の教育の在り方」第２次答申、（能力適性、入試改善、中高一貫、飛び級、高齢社会）

	
	
	          横湯  園子（北海道大学教授）
	　
	

	
	
	           『子供を観る眼』－教育臨床心理の立場から－ 
	8
	中教審に「幼少期からの心の教育の在り方について」諮問

	
	3
	会報第66号発刊
	9
	中教審に「今後の地方教育行政の在り方について」諮問

	
	3
	研究紀要第34号発刊
	※
	道内98年度教員志願者は過去最高

	
	4
	綾井会長退職、武田泰明氏会長就任
	※
	不登校全国で10万人突破

	
	7
	会報第67号発刊
	※11
	拓銀経営破綻

	
	12
	平成9年度会員登録者数   4，064名  
	※11
	山一証券廃業

	1998     (平10)
	1
	第35回北海道高等学校教育研究大会
	2
	道教委と北教祖、主任制基本事項で一致

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	4
	道立高校入試で「観点別評価」を中止

	
	
	参加者  2，932名  
	5
	道教委、「職員倫理綱領」施行

	
	
	講  師  浅井  信雄（神戸市外国語大学教授） 
	6
	中教審、「新しい時代を拓く心を育てるために」答申

	
	
	           『国際化と私たちの暮らし』 
	7
	教課審、答申（自ら学び自ら考える）

	
	
	          中野  武房 （北海学園北見大学教授）
	9
	中教審、「今後の地方教育行政の在り方について」答申

	
	
	           『カウンセリングを体験してみませんか』
	11
	中教審に「初等中等教育と高等教育との接続の改善について」諮問

	
	
	（昼休みに「ミニコンサート」を実施）
	　
	

	
	3
	会報第68号発刊
	※
	少年によるナイフ事件発生

	
	3
	研究紀要第35号発刊
	※
	「環境ホルモン」社会問題化

	
	7
	会報第69号発刊
	※7
	和歌山毒物カレー事件

	
	12
	平成10年度会員登録者数   4，167名  
	※12
	AirDo「道民の翼」就航

	1999     (平11)
	1
	第36回北海道高等学校教育研究大会
	3
	「高等学校学習指導要領」改訂

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	6
	99年度教育予算6，217億円

	
	
	参加者  2，779名 
	7
	「地方分権一括法」

	
	
	講  師  梶田  叡一 （ノートルダム女子大学学長）
	8
	「国旗・国歌法」が成立

	
	
	           『変革期の高校教育を考える』
	11
	「高等学校学習指導要領」（7次：改訂6回目）

	
	
	 （午後） 《シンポジウム》 ～問題行動の背景を探る～
	　
	（ゆとりある教育活動、総合的な学習の時間の新設）

	
	
	     　      『今のこどもの心は』 
	12
	中教審、「初等中等教育と高等教育との接続の改善について」答申

	
	
	パネラー  渡部  正行 （札幌医科大学講師） 
	　
	

	
	
	             小菅  正夫（旭川市旭山動物園良） 
	12
	教課審に「児童生徒の学習と教育課程の実施状況の評価の在り方について」諮問

	
	
	             檜田  英樹（札幌市立中央中学校教諭） 
	　
	

	
	
	             中村  廣治（浦河高等学校教諭） 
	　
	　

	
	
	             坂口  由美子（札幌東高等学校養護教諭）
	※
	全国の学校で「セクハラ・わいせつ事件」多発

	
	
	 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 宮森正勝（札幌啓北商業高等学校長） 
	※9
	東海村JOC臨界事故

	
	
	（昼休）『ミニコンサート』
	　
	　

	
	3
	会報第70号発刊
	　
	　

	
	3
	研究紀要第36号発刊
	　
	　

	
	4
	武田会長退職、田村勸氏会長就任
	　
	　

	
	7
	会報第71号発刊
	　
	　

	
	12
	平成11年度会員登録者数   3，849名  
	　
	　

	2000     (平12)
	1
	第37回北海道高等学校教育研究大会
	3
	道内公立高校の入試改革実施（学力点、学習点の配分）

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	4
	中教審、「少子化と教育について」報告

	
	
	参加者  2，681 
	5
	中教審に「新しい時代における教養教育の在り方について」諮問

	
	
	講  師  養老  孟司
	10
	白川英樹（筑波大名誉教授）にノーベル化学賞

	
	
	 　　　　（東京大学名誉教授、北里大学教授）
	12
	教課審、「児童生徒の学習と教育課程の実施状況の評価の在り方について」答申

	
	
	           『からだと脳』
	　
	

	
	3
	会報第72号発刊
	　
	　

	
	3
	研究紀要第37号発刊
	※1
	2000円紙幣発行

	
	7
	会報第73号発刊
	※9
	シドニーオリンピック、高橋尚子、田村亮子が金メダル

	
	12
	平成12年度会員登録者数   3，686名  
	　
	　

	2001     (平13)
	1
	第38回北海道高等学校教育研究大会
	1
	「文部科学省」発足

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	10
	野依良治（名大教授）にノーベル化学賞

	
	
	参加者  2，711名  
	11
	遠山敦子文科相、中教審に「教育基本法の全面改正」を諮問

	
	
	講  師  河合  隼雄
	※9
	アメリカ、同時多発テロ

	
	
	 　（京都大学名誉教授、国際日本文化研究センター所長）
	※9
	狂牛病の発生

	
	
	           『青春の夢』 
	　
	　

	
	3
	会報第74号発刊
	　
	　

	
	3
	研究紀要第38号発刊
	　
	　

	
	4
	田村会長退職、島隆氏会長就任
	　
	　

	
	7
	会報第75号発刊
	　
	　

	
	12
	平成13年度会員登録者数   3，595名  
	　
	　

	2002     (平14)
	1
	第39回北海道高等学校教育研究大会
	2
	中教審、「今後の教員免許制度の在り方について」答申

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	2
	中教審、「新しい時代における教養教育の在り方について」答申

	
	
	参加者  2，482名  
	4
	「完全学校週5日制」スタート

	
	
	講  師  阿部  謹也（共立女子大学学長）
	　
	教科書検定審議会、「教科書制度の改善について」

	
	
	           『日本社会の構造と教育』 
	10
	小柴昌俊（東大名誉教授）にノーベル物理学賞

	
	3
	会報第76号発刊
	10
	田中耕一（島津製作所研究所主任）にノーベル化学賞

	
	3
	研究紀要第39号発刊
	　
	連携型中高一貫教育の実施

	
	7
	会報第77号発刊
	　
	（上川高等学校、上川町立上川中学校）（平成15年度3校で実施）

	
	12
	平成14年度会員登録者数   3，513名  
	※6
	AirDo経営破綻、ＡＮＡ傘下へ

	2003     (平15)
	1
	第40回北海道高等学校教育研究大会
	3
	中教審、「新しい時代にふさわしい教育基本法と教育振興基本計画の在り方について」答申

	
	
	第40回記念大会
	　
	

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	4
	「高等学校新学習指導要領」施行

	
	
	参加者  2，652名 
	5
	中教審、「今後の初等中等教育改革の推進方策について」答申

	
	
	講  師  五木  寛之（作家） 
	10
	中教審、「当面の教育課程と指導の充実・改善方策について」答申

	
	
	           『日本人のこころ』 
	12
	「学習指導要領一部改正」

	
	3
	会報第78号発刊
	　
	（基準性踏まえて指導・総合学習・個に応じた指導の一層の充実）

	
	3
	研究紀要第40号発刊
	※
	高校進学率97％、大学・短大進学率49％

	
	4
	島会長退職、青塚健一氏会長就任
	※3
	イラク戦争勃発

	
	7
	会報第79号発刊
	※5
	「はやぶさ」打ち上げ

	　
	12
	平成15年度会員登録者数   3，466名 
	※8
	北海道日本ハムファイターズ誕生

	2004     (平16)
	1
	第41回北海道高等学校教育研究大会
	1
	中教審、「食に関する指導体制の整備について」答申

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	5
	「学校教育法」改正

	
	
	参加者  2，401名 
	8
	中教審、「大学入学資格検定の見直しについて」

	
	
	講  師  毛利  衛（宇宙飛行士、日本科学未来館館長）
	10
	中教審に「今後の教員養成・免許制度の在り方について」諮問

	
	
	           『宇宙の視点からの教育』
	　
	　

	
	3
	会報第80号発刊
	※9
	浅間山噴火

	
	3
	研究紀要第41号発刊
	※10
	新潟県中越地震発生

	
	7
	会報第81号発刊
	※12
	インドネシアのスマトラ島沖でM9.0の地震が発生

	
	12
	平成16年度会員登録者数   3，362名 
	　
	　

	2005     (平17)
	1
	第42回北海道高等学校教育研究大会
	1
	中教審、「我が国の高等教育の将来像」答申

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	10
	中教審、「新しい時代の義務教育を創造する」答申

	
	
	参加者  2，325名 
	12
	中教審、「特別支援教育を推進するための制度の在り方について」答申

	
	
	講  師  寺島  実郎
	　
	

	
	
	     （三井物産戦略研究所所長、日本総合研究所理事長）
	※3
	愛知県、愛・地球博（3～9月）

	
	
	           『世界潮流と日本及び北海道の進路』　
	※4
	「JR福知山線脱線事故」、快速電車が脱線、マンション地下駐車場に衝突、死者107人、負傷者400人以上

	
	3
	会報第82号発刊
	　
	

	
	3
	研究紀要第42号発刊
	※9
	「はやぶさ」、イトカワに到着

	
	7
	会報第83号発刊
	※11
	「はやぶさ」、イトカワに着陸

	
	12
	平成17年度会員登録者数   3，232名 
	　
	　

	2006     (平18)
	1
	第43回北海道高等学校教育研究大会
	2
	文科省、「教育改革のための重点行動計画」を発表

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	7
	中教審、「今後の教員養成・免許制度の在り方について」答申

	
	
	参加者  2，339名 
	12
	新教育基本法成立

	
	
	講  師  吉村  作治（早稲田大学国際教養学部教授）
	　
	　

	
	
	           『夢の実現の仕方』
	※
	小・中学生の自殺多発

	
	3
	会報第84号発刊
	※2
	冬季トリノオリンピック（金1・銀0・銅0）、女子フィギュアスケートで荒川静香選手がアジア勢初の金メダル

	
	3
	研究紀要第43号発刊
	　
	

	
	4
	青塚会長異動、金間正克氏会長就任
	※11
	佐呂間町で瞬間風速80mの竜巻発生、9人が死亡、21人が重軽傷

	
	7
	会報第85号発刊
	　
	　

	
	12
	平成18年度会員登録者数   3，140名 
	　
	　

	2007     (平19)
	1
	第44回北海道高等学校教育研究大会
	1
	教育再生会議、「社会総がかりの教育再生を－公教育再生への一歩」発表

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	1
	中教審、「次代を自立した青少年の育成に向けて－青少年の意欲を高め、心と体が伴った成長を促す方策－」答申

	
	
	参加者  2，355名 
	　
	

	
	
	講  師  桜井  進（sakurAi Science Factory、ｻｲｴﾝｽﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｰ）
	4
	市立函館、士別翔雲、紋別、釧路明輝、登別明日開校

	
	
	『サウンド オブ　サイエンス　ジョン・ネイピア～対数誕生物語』
	4
	南空知支部と北空知支部を統合し空知支部とする

	
	3
	会報第86号発刊
	6
	「教育改革関連3法」が国会で可決、成立（教育免許更新制の導入）

	
	3
	研究紀要第44号発刊
	※2
	郵政民営化がスタート

	
	7
	会報第87号発刊
	※
	不二家、赤福、石屋製菓、船場吉兆、ミートホープなど食品偽装事件

	
	12
	平成19年度会員登録者数   3，063名 
	※
	年金記録問題発覚

	2008     (平20)
	1
	第45回北海道高等学校教育研究大会
	1
	文科省、改訂「学校評価ガイドライン」を策定

	
	
	会　場　札幌厚生年金会館
	1
	中教審、「子どもの心身の健康を守り、安全・安心を確保するために学校全体としての取組を進めるための方策」答申

	
	
	参加者  2，376名 
	　
	

	
	
	講  師  金子  勝（慶應義塾大学経済学部教授）
	1
	中教審、「教育振興基本計画について-教育立国の実現」答申

	
	
	           『ニュースの嘘と教育』
	2
	中教審、「小中高特別支援の学習指導要領の改善について」答申

	
	3
	会報第88号発刊
	3
	士別、大成、中頓別農業、中札内、室蘭商業、網走高校閉校

	
	3
	研究紀要第45号発刊
	4
	札幌大通高校開校

	
	4
	金間会長退職、宮浦俊明氏会長就任
	4
	中教審、「新時代を切り拓く生涯学習の振興方策について」答申

	
	7
	会報第89号発刊
	※8
	アテネオリンピック開催

	
	12
	平成20年度会員登録者数   3，049名 
	※9
	米証券会社リーマン・ブラザーズ経営破綻、世界的な金融危機に

	
	
	　
	※10
	南部陽一郎（シカゴ大）、小林誠、益川敏英（名大）がノーベル物理学賞、下村脩（ボストン大）がノーベル化学賞受賞

	2009     (平21)
	1
	第46回北海道高等学校教育研究大会
	3
	恵山、妹背牛、遠軽郁凌、紋別北、釧路西、釧路星園、名寄光凌、厚岸水産、厚岸潮見高校閉校

	
	
	会  場  札幌コンベンションセンター
	　
	

	
	
	参加者  2，265名 
	4
	名寄産業、厚岸翔洋高校開校

	
	
	講  師  阿刀田  高（作家）、阿刀田  慶子（朗読者）
	6
	新型インフルエンザ流行

	
	
	           『アイデアの発見』
	　
	　

	
	3
	会報第90号発刊
	※1
	アメリカ、オバマ大統領「チェンジ」就任

	
	3
	研究紀要第46号発刊
	※8
	裁判員裁判始まる

	
	7
	会報第91号発刊
	※8
	第45回衆議院選挙で民主党が過半数を確保し政権交代

	
	12
	平成21年度会員登録者数   3，050名 
	　
	　

	2010     (平22)
	1
	第47回北海道高等学校教育研究大会
	2
	バンクーバーオリンピック開催

	
	
	会  場  さっぽろ芸術文化の館ホール（旧厚生年金会館） 
	3
	札幌星園、余市高校閉校

	
	
	参加者  2，129名   
	4
	余市紅志高校開校

	
	
	講  師  福岡  伸一（青山学院大学理工学部教授）
	10
	根岸英一（パデュー大特別教授）、鈴木章（北大名誉教授）がノーベル化学賞を受賞

	
	
	           『科学のおもしろさをどう伝えるか』　
	　
	

	
	3
	会報第92号発刊
	10
	チリ、サンホセ高山落盤事故で33名の作業員救出

	
	3
	研究紀要第47号発刊
	※
	人里にクマ出没
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